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科目名 日本国憲法（幼稚園教諭二種必修） 

授業形態 講義 学年 1 

開講時期 2023 年度 前期 単位数 2 

担当教員 山田 朋生 

内容および計画 中学・高校等の授業において、その片鱗を学んできたように、憲法は国家の根本となる原則又は法である。

近年においてもニュース等で、たびたび「憲法」問題が話題になり、その解釈及び重要性が議論されてい

る。現代社会においてより良い生活をしていく為には、憲法を理解することが、国民として最低限必須の事

柄である。本講義では、時事問題もその都度必要に応じて取り上げながら、憲法の全体の構造が網羅できる

ような講義を行うものとする。 

１ ガイダンス、憲法とは何か 

２ 国民主権と天皇制 

３ 平和主義 

４ 人権（総論） 

５ 法の下の平等 

６ 信教の自由 

７ 学問の自由 

８ 表現の自由 

９ 立法権（国会） 

１０ 行政権（内閣） 

１１ 司法権（裁判所） 

１２ 地方自治 

１３ 憲法改正 

１４ 憲法と教育（子どもの権利と学校運営） 

１５ 授業のまとめ 

教科書 

タイトル 著者名 出版社 ISBN 発行年 

     

     

     

     

     

教科書は使わない。スライドと補助資料を用いて授業を行う。 

補助資料は、状況により授業用 URL(http://yamatomo.onmitsu.jp/)か Google Classroom により閲覧できるようにして下さい。 

※閲覧の仕方は、ポータルサイトでの掲示か初回の講義で解説をします。 

参考書 特になし。必要に応じて適宜紹介する。 

成績評価 

評価方法 割合(%) 

定期試験(筆記) 100 

  

  

  

  

  

実授業回数の３分の２以上への出席を前提として、定期試験(筆記)１００％で評価（絶対評価）し、６０点以上を合格とする。

１６回目に定期試験（筆記）を実施する。 
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学習到達目標 日本国憲法を通して、産業、経営、デザイン、情報、環境、健康、栄養、食品、教育及び保育などの専門技

術が社会と環境に及ぼす影響を理解し、幅広い知識・教養に基づく高い倫理観を涵養することができる。具

体的には、 

（１）憲法に関する専門用語が理解できるようになる。 

（２）実社会と照らし合わせて、どのような現象が憲法上問題となるのかを理解できるようになる。 

（３）憲法上の問題に関して自分の意見を持ち、主張できるようになる。 

先修条件 特になし。 

実務経験 実務経験あり：郡山市・郡山消防本部等の行政不服審査委員として活動している経歴を活かした授業を展開

する。 

その他 特になし。 

 


